
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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令和５年１月31日現在
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死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

813人
377人
436人
521戸

先月比
2）
0）
2）
2）

（－
（±
（－
（－



　１
月
24
日
（
火
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

て
園
児
た
ち
に
よ
る
新
春
餅
つ
き
大
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　子
ど
も
用
の
杵
で
お
餅
を
つ
く
と
き

に
、
周
り
で
見
て
い
た
園
児
た
ち
が
「
ヨ

イ
シ
ョ
ー
ヨ
イ
シ
ョ
ー
」
と
元
気
な
掛
け

声
を
す
る
姿
は
勇
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　つ
き
た
て
の
お
餅
は
小
さ
な
手
で
食
べ

や
す
い
形
に
整
え
て
、「
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
う
ん
だ
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

　餅
つ
き
大
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

村
民
の
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　２
月
２
日
（
木
）、
保
育
所
で
節
分
の

　２
０
２
２
Ｊ
Ｆ
Ｌ
優
勝
・
Ｊ
３
昇
格
を

成
し
遂
げ
た
「
奈
良
ク
ラ
ブ
」
が
１
月
24

日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
、
下
北
山
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
て
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま

し
た
。

　到
着
時
に
は
、
雪
が
ち
ら
つ
く
中
、
施

設
関
係
者
や
役
場
、
県
関
係
者
が
出
迎
え
、

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。
南

村
長
か
ら
の
歓
迎
と
激
励
の
挨
拶
の
後
、

フ
リ
ア
ン
監
督
は
、「
昨
年
下
北
山
村
で

の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
好
成
績
を
残
す
こ
と
が

で
き
た
。
今
回
も
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
頑
張
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　午
後
か
ら
は
早
速
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開

始
し
、
整
備
さ
れ
た
天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
満
足
し
て
練
習
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　奈
良
ク
ラ
ブ
は
、
令
和
３
年
度
よ
り
、

下
北
山
村
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
Ｐ
Ｒ
の
他
、
地

元
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
サ
ッ
カ
ー
教
室

を
開
催
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
の

キ
ャ
ン
プ
中
に
は
、
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
や
お

箸
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
体

験
、
ま
た
下
北
山
村
公
式
ア
プ
リ
「
貞
子

の
村
巡
り
」
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
る
様

子
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、
最
終
日
に
は
地
元
小
学
生
と
上

北
山
村
、
北
山
村
の
児
童
に
対
し
、
サ
ッ

カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と

豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
鬼
が
登
場

す
る
と
子
ど
も
た
ち
は
「
鬼
は
外
、
福
は

内
」
と
言
い
な
が
ら
豆
に
見
立
て
た
色
紙

を
ま
き
ま
し
た
。

　青
鬼
と
、
子
ど
も
た
ち
の
内
に
あ
る
泣

き
虫
鬼
や
、
い
じ
わ
る
鬼
を
追
い
払
い
、

最
後
は
青
鬼
と
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
新
た
な
Ｊ
３
ス
テ
ー
ジ
で

活
躍
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

奈
良
ク
ラ
ブ
下
北
山
村
に
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
！

下
北
山
保
育
所
　園
児
た
ち
に
よ
る
餅
つ
き
と
節
分
の
鬼
退
治
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旧下北山小学校（旧寺垣内小学校含む）
　　　　　　卒業生並びに関係者の皆様へ

　本村の学校教育は、令和２年に旧下北山中学校敷地内に保・小・中合同校舎を建設し、また令和

４年度からは義務教育学校「下北山小中学校」が開校し、新たな学校教育がスタートしています。

　それに伴って廃校となった旧下北山小学校の施設については、下北山村議会や村民各層の代表で

構成した「役場庁舎検討委員会」での検討を経て、改修工事を行ったうえで役場庁舎として再利用

することが決定しています。その改修工事は令和５年度から進めるべく準備を進めていますが、校

舎本体の改修工事と併せて、グラウンドや裏庭等の外構工事及び周囲の村道改良工事も行います。

　つきましては、改修工事の実施にあたり、関連する事項について次の通りお知らせします。

１．卒業記念制作物等の取扱いについて

　校舎内に掲示されている卒業記念制作物等は、原則として出来る限り保存します。保管方法

及び今後の活用については関係者と協議しながら検討します。

２．タイムカプセル等について

•体育館玄関前の「旧寺垣内小学校創立百年記念像」台座の中に保管されているタイムカプセル

等は、記念像建立当時の約束により、50年後に当たる令和７年に開扉します。

•グラウンドや裏庭にタイムカプセル等を埋めた記憶のある方（学年）は、教育委員会に情報を

お寄せください。工事着工までに調査を行います。

３．記念植樹等について

　敷地内に記念植樹等をされた方は、教育委員会に情報をお寄せください。出来るだけ保存を

検討しますが、樹木の状態や工事の都合により保存できないこともあります。

４．不要備品等の提供について

　学校で使用していた備品等のうち、今後村で使用予定のない不要品は村民の皆様に提供いた

します。提供の方法及び日時については後日お知らせしますが、概ね令和５年５月～６月頃を

予定しています。

今後とも村の行政推進にご協力をお願いします。

お問い合わせ・情報提供先

下北山村教育委員会　☎07468－6－0901
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協力 支援員隊 のと つぶやきその110
今月号は村島が
担当します。

 

＼下北山村ふるさと納税／ 

全国の下北山村ファンに 

感謝の気持ちを込めて！ 

 ふるさと納税制度を使って下北山村を応援してくだ

さる方々が年々増えています。そんな方々に感謝の

気持ちを「お礼の品」と共にお届けしています。 

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？ 

 

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
分
の
選
ん
だ

自
治
体
に
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
寄
附

額
の
う
ち
２
,
０
０
０
円
を
越
え
る
部

分
に
つ
い
て
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
原

則
と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
る
制
度
で

す
。
(
一
定
の
上
限
が
あ
り
ま
す
。
) 

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
だ
け
で
な
く
、

お
世
話
に
な
っ
た
自
治
体
や
応
援
し
た

い
自
治
体
等
、
ど
の
自
治
体
で
も
ふ
る

さ
と
納
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
の

お
礼
と
し
て
、
そ
の
土
地
の
特
産
品
や

名
産
品
を
「
返
礼
品
」
と
し
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。 

本
村
で
も
、
平
成

20
年
よ
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
を
受
け
付
け
て
お
り
、

応
援
し
て
く
だ
さ
る
全
国
の
皆
さ
ま
に

事
業
所
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
て
感
謝
の

気
持
ち
と
村
の
魅
力
を
伝
え
る
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
�
�
０
品
目
を
超
え
る
返
礼
品
を
提

供
す
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
、
寄
附
者

様
か
ら
も
応
援
の
声
が
た
く
さ
ん
届
い

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

1,995件・・・70,437,０００円 

※令和４年１月１日～令和４年１２月３１日の個人寄附 

地域おこし協力隊２年目の今日この頃。ふるさと納税と BIYORI担当の村島みどりです。 
１年目にはじめたふるさと納税の SNS。Instagramはもうすぐフォロワー５００人になりそうです。BIYORI
とふるさと納税あわせて５アカウントで情報発信しています。昨年７月からは毎月ふるさと納税の情報を広報
に掲載中。少しずつでも活動を村のみなさんに知っていただけたら嬉しいです。最近では曽爾村や吉野町の担
当者と意見交換をしたり、視野も広がってきました。これからも作り手の想いを全国の下北山村ファンにお届
けするこの仕事を続けていきたいと思います。 

BIYORI にテレワークで来られる方は住まいも職種も様々。初めて村に訪れた人には、村の暮らしをお伝え
する機会が多いです。これからも村の暮らしを楽しみながら、勉強させていただきます。BIYORI でお待ちし
ていますのでお気軽にお越しください！ 

令和５年１月分のふるさと納税実績 

 

令和４年のふるさと納税実績 

 ４６件・・・１,3９６,０００円 

ご協力いただきました皆様ありがとうございました。 
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地域おこし協力隊２年目の今日この頃。ふるさと納税と BIYORI担当の村島みどりです。 
１年目にはじめたふるさと納税の SNS。Instagramはもうすぐフォロワー５００人になりそうです。BIYORI

とふるさと納税あわせて５アカウントで情報発信しています。昨年７月からは毎月ふるさと納税の情報を広報
に掲載中。少しずつでも活動を村のみなさんに知っていただけたら嬉しいです。最近では曽爾村や吉野町の担
当者と意見交換をしたり、視野も広がってきました。これからも作り手の想いを全国の下北山村ファンにお届
けするこの仕事を続けていきたいと思います。 

BIYORI にテレワークで来られる方は住まいも職種も様々。初めて村に訪れた人には、村の暮らしをお伝え
する機会が多いです。これからも村の暮らしを楽しみながら、勉強させていただきます。BIYORI でお待ちし
ていますのでお気軽にお越しください！ 

令和５年１月分のふるさと納税実績 

 

令和４年のふるさと納税実績 

 ４６件・・・１,3９６,０００円 

ご協力いただきました皆様ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コワーキングスペース BIYORI 

平成２８年度にやまびこ寮を改修しインターネット環境を整備したコワーキングスペース BIYORI は、主にパソコ

ンを使って仕事をする方が利用しています。また、仕事をしながら村の大自然を楽しみたい方が、村外から訪れる機

会も少しずつ増えてきています。キッチンや個室、無料 Wi-Fi などを備え、１日中快適に仕事ができる環境を整えて

おり、毎月約１３０名（延べ人数）の利用があり、村内外の様々な方にご利用いただいています。 

貸しオフィススペースには３事業者が入居 

 

オープンスペースで仕事ができる場所とは別に、レンタ

ルオフィス（個室）をご用意しています。村外からの事業者

向けに１ヶ月単位で貸し出しをしており、４部屋ある内の３

部屋が入居しています。 

入居事業者は、non design（造園設計・各種デザイン

業務）、ラインシステム株式会社（釣具の製造及び販売）、株

式会社 TA商事（商社）の３事業者です。 

 

BIYORI利用案内 

営 業 日：火曜日～金曜日 

営業時間：朝９時～夕方５時まで 

利用料金：１日５００円（村民の方は無料） 

お問合せ：９－００１４または６－０００１（地域振興課） 

住   所：下北山村大字浦向 24-1 

▶BIYORIホームページはこちら 

＼こんな方にご利用いただいています／ 

・パソコンで仕事をする方 

・読書を楽しむ方 

・数名での打ち合わせ 

 

その他、スマートフォンやパソコンで分からな 

いことがある方にスタッフができる範囲でサポ 

ートしています！お気軽にお立ち寄りくださ 

い！ 
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協力 支援員隊 のと つぶやきその110
今月号は村島が
担当します。

 

＼下北山村ふるさと納税／ 

全国の下北山村ファンに 

感謝の気持ちを込めて！ 

 ふるさと納税制度を使って下北山村を応援してくだ

さる方々が年々増えています。そんな方々に感謝の

気持ちを「お礼の品」と共にお届けしています。 

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？ 

 

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
分
の
選
ん
だ

自
治
体
に
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
寄
附

額
の
う
ち
２
,
０
０
０
円
を
越
え
る
部

分
に
つ
い
て
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
原

則
と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
る
制
度
で

す
。
(
一
定
の
上
限
が
あ
り
ま
す
。
) 

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
だ
け
で
な
く
、

お
世
話
に
な
っ
た
自
治
体
や
応
援
し
た

い
自
治
体
等
、
ど
の
自
治
体
で
も
ふ
る

さ
と
納
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
の

お
礼
と
し
て
、
そ
の
土
地
の
特
産
品
や

名
産
品
を
「
返
礼
品
」
と
し
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。 

本
村
で
も
、
平
成

20
年
よ
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
を
受
け
付
け
て
お
り
、

応
援
し
て
く
だ
さ
る
全
国
の
皆
さ
ま
に

事
業
所
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
て
感
謝
の

気
持
ち
と
村
の
魅
力
を
伝
え
る
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
�
�
０
品
目
を
超
え
る
返
礼
品
を
提

供
す
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
、
寄
附
者

様
か
ら
も
応
援
の
声
が
た
く
さ
ん
届
い

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

1,995件・・・70,437,０００円 

※令和４年１月１日～令和４年１２月３１日の個人寄附 

地域おこし協力隊２年目の今日この頃。ふるさと納税と BIYORI担当の村島みどりです。 
１年目にはじめたふるさと納税の SNS。Instagramはもうすぐフォロワー５００人になりそうです。BIYORI

とふるさと納税あわせて５アカウントで情報発信しています。昨年７月からは毎月ふるさと納税の情報を広報
に掲載中。少しずつでも活動を村のみなさんに知っていただけたら嬉しいです。最近では曽爾村や吉野町の担
当者と意見交換をしたり、視野も広がってきました。これからも作り手の想いを全国の下北山村ファンにお届
けするこの仕事を続けていきたいと思います。 

BIYORI にテレワークで来られる方は住まいも職種も様々。初めて村に訪れた人には、村の暮らしをお伝え
する機会が多いです。これからも村の暮らしを楽しみながら、勉強させていただきます。BIYORI でお待ちし
ていますのでお気軽にお越しください！ 

令和５年１月分のふるさと納税実績 

 

令和４年のふるさと納税実績 

 ４６件・・・１,3９６,０００円 

ご協力いただきました皆様ありがとうございました。 

 

＼下北山村ふるさと納税／ 

全国の下北山村ファンに 

感謝の気持ちを込めて！ 

 ふるさと納税制度を使って下北山村を応援してくだ

さる方々が年々増えています。そんな方々に感謝の

気持ちを「お礼の品」と共にお届けしています。 

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？ 

 

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
分
の
選
ん
だ

自
治
体
に
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
寄
附

額
の
う
ち
２
,
０
０
０
円
を
越
え
る
部

分
に
つ
い
て
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
原

則
と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
る
制
度
で

す
。
(
一
定
の
上
限
が
あ
り
ま
す
。
) 

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
だ
け
で
な
く
、

お
世
話
に
な
っ
た
自
治
体
や
応
援
し
た

い
自
治
体
等
、
ど
の
自
治
体
で
も
ふ
る

さ
と
納
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
の

お
礼
と
し
て
、
そ
の
土
地
の
特
産
品
や

名
産
品
を
「
返
礼
品
」
と
し
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。 

本
村
で
も
、
平
成

20
年
よ
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
を
受
け
付
け
て
お
り
、

応
援
し
て
く
だ
さ
る
全
国
の
皆
さ
ま
に

事
業
所
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
て
感
謝
の

気
持
ち
と
村
の
魅
力
を
伝
え
る
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
�
�
０
品
目
を
超
え
る
返
礼
品
を
提

供
す
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
、
寄
附
者

様
か
ら
も
応
援
の
声
が
た
く
さ
ん
届
い

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

1,995件・・・70,437,０００円 

※令和４年１月１日～令和４年１２月３１日の個人寄附 

地域おこし協力隊２年目の今日この頃。ふるさと納税と BIYORI担当の村島みどりです。 
１年目にはじめたふるさと納税の SNS。Instagramはもうすぐフォロワー５００人になりそうです。BIYORI

とふるさと納税あわせて５アカウントで情報発信しています。昨年７月からは毎月ふるさと納税の情報を広報
に掲載中。少しずつでも活動を村のみなさんに知っていただけたら嬉しいです。最近では曽爾村や吉野町の担
当者と意見交換をしたり、視野も広がってきました。これからも作り手の想いを全国の下北山村ファンにお届
けするこの仕事を続けていきたいと思います。 

BIYORI にテレワークで来られる方は住まいも職種も様々。初めて村に訪れた人には、村の暮らしをお伝え
する機会が多いです。これからも村の暮らしを楽しみながら、勉強させていただきます。BIYORI でお待ちし
ていますのでお気軽にお越しください！ 

令和５年１月分のふるさと納税実績 

 

令和４年のふるさと納税実績 

 ４６件・・・１,3９６,０００円 

ご協力いただきました皆様ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コワーキングスペース BIYORI 

平成２８年度にやまびこ寮を改修しインターネット環境を整備したコワーキングスペース BIYORI は、主にパソコ

ンを使って仕事をする方が利用しています。また、仕事をしながら村の大自然を楽しみたい方が、村外から訪れる機

会も少しずつ増えてきています。キッチンや個室、無料 Wi-Fi などを備え、１日中快適に仕事ができる環境を整えて

おり、毎月約１３０名（延べ人数）の利用があり、村内外の様々な方にご利用いただいています。 

貸しオフィススペースには３事業者が入居 

 

オープンスペースで仕事ができる場所とは別に、レンタ

ルオフィス（個室）をご用意しています。村外からの事業者

向けに１ヶ月単位で貸し出しをしており、４部屋ある内の３

部屋が入居しています。 

入居事業者は、non design（造園設計・各種デザイン

業務）、ラインシステム株式会社（釣具の製造及び販売）、株

式会社 TA商事（商社）の３事業者です。 

 

BIYORI利用案内 

営 業 日：火曜日～金曜日 

営業時間：朝９時～夕方５時まで 

利用料金：１日５００円（村民の方は無料） 

お問合せ：９－００１４または６－０００１（地域振興課） 

住   所：下北山村大字浦向 24-1 

▶BIYORIホームページはこちら 

＼こんな方にご利用いただいています／ 

・パソコンで仕事をする方 

・読書を楽しむ方 

・数名での打ち合わせ 

 

その他、スマートフォンやパソコンで分からな 

いことがある方にスタッフができる範囲でサポ 

ートしています！お気軽にお立ち寄りくださ 

い！ 
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◇
国
民
年
金
加
入
の
届
出
が
必
要
で
す

　日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
方

は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
社
を
退
職
さ
れ

る
（
さ
れ
た
）
と
き
は
、
厚
生
年
金
保
険

か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す
。

※
勤
務
先
を
退
職
さ
れ
る
（
さ
れ
た
）
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
も
、
国
民

年
金
へ
の
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

※
退
職
し
て
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
厚
生

年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者

に
扶
養
さ
れ
る
方
は
、
配
偶
者
の
勤
務

先
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

〇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
書
類
も
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
を
ご
持

参
さ
れ
る
場
合
は
合
わ
せ
て
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

◇
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す

　保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
ご
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
４
分
の
１
、
半

額
、
４
分
の
３
）
が
免
除
に
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

〇
申
請
に
必
要
な
も
の

•
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
書
類
も
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
を
ご
持

参
さ
れ
る
場
合
は
合
わ
せ
て
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

•
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
や

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認

通
知
書
な
ど
、
失
業
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の

写
し

　申
請
が
遅
れ
て
も
最
大
２
年
１
ヶ
月
前

ま
で
の
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の

際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
や
、
退
職
時
の
免
除
審
査
の
特
例
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
書

は
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　
　☎
0
7
4
5

－

2
2

－

3
5
3
1

　
　
　
　役
場
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
6

－

0
0
0
1

～
会
社
を
退
職
さ
れ
る
（
さ
れ
た
）
方
へ
～

国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
！

　１
月
21
日
（
土
）、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
き
ま
し

て
、
三
宅
町
陸
上
ク
ラ
ブ
・
下
北
山
村
・

上
北
山
村
合
同
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　三
宅
町
陸
上
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
毎
年

夏
の
時
期
に
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
合

宿
に
来
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
過
去
3
年
間
ほ

ど
来
ら
れ
ず
、
今
回
は
情
勢
等
を
鑑
み
て

合
宿
を
兼
ね
た
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

　三
宅
町
か
ら
は
小
学
校
6
年
生
の
11

名
、
下
北
山
村
か
ら
小
学
5
・
6
年
生
の

9
名
、
上
北
山
村
か
ら
小
学
6
年
生
1
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　練
習
内
容
は
、
縄
跳
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

チ
ー
ム
対
抗
ミ
ニ
駅
伝
・
リ
レ
ー
大
会
等

を
行
い
ま
し
た
。
下
北
山
村
と
上
北
山
村

の
児
童
達
は
色
々
な
新
し
い
練
習
を
熱
心

に
取
り
組
ん
で
、
三
宅
町
の
児
童
た
ち
と

の
絆
を
深
め
、
3
月
4
日
開
催
の
市
町
村

子
ど
も
駅
伝
大
会
当
日
に
も
う
一
度
会
う

約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。

　交
流
会
を
通
し
て
、
今
後
駅
伝
に
対
す

る
想
い
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
絆
を
深
め
て

い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

三
宅
町
陸
上
ク
ラ
ブ・
下
北
山
村
・
上

北
山
村
合
同
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
交
流
会

　毎年３月１日から７日まで、春の火災予防運動が実施されます。

　季節は冬から春へと移り変わる時期ですが、まだまだ暖房器具も手放せません。この時期は

空気が乾燥するため火災が発生しやすく、また強い季節風により被害が拡大するおそれがあり

ます。これまで以上に火の元には十分に注意し、尊い命と貴重な財産を守りましょう。

○「うっかり火災」ゼロ

　火災は一度発生すると人の財産、時には命を奪う恐ろしいものです。しかし、その多く

は人の「うっかり」が原因となっており、未然に防ぐことが可能です。

　寝タバコをしない、揚げ物料理をされる時はコンロのそばを離れない、暖房器具を正し

く取り扱うなど、「つい」や「うっかり」にならないよう、一人ひとりが火の用心を心が

けましょう。

○住宅用火災警報器の設置

　火災による被害を最小限に抑えるためには、火災をいかに早く発見できるかにかかって

います。住宅用火災警報器は、一般住宅において火災を早期に発見するのに最も有効な設

備です。消防署では、日々の作動確認や10年単位での交換を推奨しています。

○高齢者を火災から守る

　高齢者等の方は、火災や災害が発生した際に逃げ遅れてしまう可能性があります。地域

の協力・連携体制を強化し、地域全体で火災や災害に備えましょう。

吉野消防署　☎０７４６－３２－１０１１

お出かけは　マスク戸締り　火の用心

期間：３月１日　～　３月７日

　今年は４年に一度の統一地方選挙の年です。私たちが暮らす地域の代表者を選ぶ最も身近な

選挙であり、私たちの意見を県政と村政に反映できる大切な選挙となりますので、有権者のみ

なさんは必ず投票しましょう。

投票できる時間　７時から18時まで
期日前投票について

　投票日に、仕事や旅行､レジャー､冠婚葬祭等で投票できない方は期日前投票をご利用くださ

い。投票所入場券がまだ届いていない場合でも投票できますので、投票所でその旨をお申し出

ください。

知　　　事　　３月24日（金）～４月８日（土）

県　　　議　　４月１日（土）～４月８日（土）

村長・村議　　４月19日（水）～４月22日（土）

上記の期間中、８時30分から20時まで下北山村役場コンピュータ室で行っています。

お問合せ先

下北山村選挙管理委員会事務局　☎６－０００１

統一地方選挙のお知らせ

奈良県知事・奈良県議会議員選挙
■投票日

　４月９日（日）

■告示日
知事　3月23日（木）
県議　3月31日（金）

下北山村長・下北山村議会議員選挙
■投票日

　４月23日（日）

■告示日
4月18日（火）
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◇
国
民
年
金
加
入
の
届
出
が
必
要
で
す

　日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
方

は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
社
を
退
職
さ
れ

る
（
さ
れ
た
）
と
き
は
、
厚
生
年
金
保
険

か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す
。

※
勤
務
先
を
退
職
さ
れ
る
（
さ
れ
た
）
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
も
、
国
民

年
金
へ
の
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

※
退
職
し
て
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
厚
生

年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者

に
扶
養
さ
れ
る
方
は
、
配
偶
者
の
勤
務

先
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

〇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
書
類
も
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
を
ご
持

参
さ
れ
る
場
合
は
合
わ
せ
て
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

◇
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す

　保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
ご
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
４
分
の
１
、
半

額
、
４
分
の
３
）
が
免
除
に
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

〇
申
請
に
必
要
な
も
の

•
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
書
類
も
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
を
ご
持

参
さ
れ
る
場
合
は
合
わ
せ
て
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

•
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
や

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認

通
知
書
な
ど
、
失
業
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の

写
し

　申
請
が
遅
れ
て
も
最
大
２
年
１
ヶ
月
前

ま
で
の
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の

際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
や
、
退
職
時
の
免
除
審
査
の
特
例
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
書

は
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　
　☎
0
7
4
5

－

2
2

－

3
5
3
1

　
　
　
　役
場
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
6

－

0
0
0
1

～
会
社
を
退
職
さ
れ
る
（
さ
れ
た
）
方
へ
～

国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
！

　１
月
21
日
（
土
）、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
き
ま
し

て
、
三
宅
町
陸
上
ク
ラ
ブ
・
下
北
山
村
・

上
北
山
村
合
同
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　三
宅
町
陸
上
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
毎
年

夏
の
時
期
に
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
合

宿
に
来
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
過
去
3
年
間
ほ

ど
来
ら
れ
ず
、
今
回
は
情
勢
等
を
鑑
み
て

合
宿
を
兼
ね
た
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

　三
宅
町
か
ら
は
小
学
校
6
年
生
の
11

名
、
下
北
山
村
か
ら
小
学
5
・
6
年
生
の

9
名
、
上
北
山
村
か
ら
小
学
6
年
生
1
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　練
習
内
容
は
、
縄
跳
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

チ
ー
ム
対
抗
ミ
ニ
駅
伝
・
リ
レ
ー
大
会
等

を
行
い
ま
し
た
。
下
北
山
村
と
上
北
山
村

の
児
童
達
は
色
々
な
新
し
い
練
習
を
熱
心

に
取
り
組
ん
で
、
三
宅
町
の
児
童
た
ち
と

の
絆
を
深
め
、
3
月
4
日
開
催
の
市
町
村

子
ど
も
駅
伝
大
会
当
日
に
も
う
一
度
会
う

約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。

　交
流
会
を
通
し
て
、
今
後
駅
伝
に
対
す

る
想
い
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
絆
を
深
め
て

い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

三
宅
町
陸
上
ク
ラ
ブ・
下
北
山
村
・
上

北
山
村
合
同
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
交
流
会

　毎年３月１日から７日まで、春の火災予防運動が実施されます。

　季節は冬から春へと移り変わる時期ですが、まだまだ暖房器具も手放せません。この時期は

空気が乾燥するため火災が発生しやすく、また強い季節風により被害が拡大するおそれがあり

ます。これまで以上に火の元には十分に注意し、尊い命と貴重な財産を守りましょう。

○「うっかり火災」ゼロ

　火災は一度発生すると人の財産、時には命を奪う恐ろしいものです。しかし、その多く

は人の「うっかり」が原因となっており、未然に防ぐことが可能です。

　寝タバコをしない、揚げ物料理をされる時はコンロのそばを離れない、暖房器具を正し

く取り扱うなど、「つい」や「うっかり」にならないよう、一人ひとりが火の用心を心が

けましょう。

○住宅用火災警報器の設置

　火災による被害を最小限に抑えるためには、火災をいかに早く発見できるかにかかって

います。住宅用火災警報器は、一般住宅において火災を早期に発見するのに最も有効な設

備です。消防署では、日々の作動確認や10年単位での交換を推奨しています。

○高齢者を火災から守る

　高齢者等の方は、火災や災害が発生した際に逃げ遅れてしまう可能性があります。地域

の協力・連携体制を強化し、地域全体で火災や災害に備えましょう。

吉野消防署　☎０７４６－３２－１０１１

お出かけは　マスク戸締り　火の用心

期間：３月１日　～　３月７日

　今年は４年に一度の統一地方選挙の年です。私たちが暮らす地域の代表者を選ぶ最も身近な

選挙であり、私たちの意見を県政と村政に反映できる大切な選挙となりますので、有権者のみ

なさんは必ず投票しましょう。

投票できる時間　７時から18時まで
期日前投票について

　投票日に、仕事や旅行､レジャー､冠婚葬祭等で投票できない方は期日前投票をご利用くださ

い。投票所入場券がまだ届いていない場合でも投票できますので、投票所でその旨をお申し出

ください。

知　　　事　　３月24日（金）～４月８日（土）

県　　　議　　４月１日（土）～４月８日（土）

村長・村議　　４月19日（水）～４月22日（土）

上記の期間中、８時30分から20時まで下北山村役場コンピュータ室で行っています。

お問合せ先

下北山村選挙管理委員会事務局　☎６－０００１

統一地方選挙のお知らせ

奈良県知事・奈良県議会議員選挙
■投票日

　４月９日（日）

■告示日
知事　3月23日（木）
県議　3月31日（金）

下北山村長・下北山村議会議員選挙
■投票日

　４月23日（日）

■告示日
4月18日（火）
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春
が
近
づ
く
と
人
間
だ
け
で
は
な
く
、

花
や
緑
も
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
今
年
も
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま

し
た
！
さ
ぁ
、
暖
か
く
な
っ
て
き
た
の
で

何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２
本

の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て
歩
く

こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し
て
長
く

歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に
楽
し
め
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。
き
れ
い
な

桜
を
見
な
が
ら
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
４
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

◎
外
ヨ
ガ
教
室

　
ヨ
ガ
は
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
青
空
の
も
と
、

開
放
感
あ
ふ
れ
る
ヨ
ガ
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
？

【
講
師
】
桝
井
　
紋
子
先
生

【
日
時
】
４
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
持
ち
物
】バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
レ
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
シ
ー
ト
、
飲
み
物

【
場
所
】
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
広
場

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
６

－

０
０
１
５

◎
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
今
月
の
村
報
に
申
込
み
用
紙
（
黄
色
）

を
折
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
申
込
み
用
紙

に
記
入
の
上
郵
送
し
て
頂
く
か
、
お
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】
５
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　５
月
29
日
（
月
）

※

29
日
月
曜
日
は
午
前
７
時
よ
り
早
朝
健

診
を
実
施
。

※

日
時
は
後
日
個
別
案
内
し
ま
す
。

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

※

送
迎
あ
り

◎
肺
が
ん
（
結
核
）
検
診
に
つ
い
て

　
総
合
健
診
の
際
に
肺
が
ん
（
結
核
）
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
は
年

に
１
回
の
受
診
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
６

－

０
０
１
５

　２
月
６
日
、
日
本
赤
十
字
奈
良
県
支
部

に
お
い
て
「
災
害
救
援
車
貸
与
式
」
が
行

わ
れ
、
下
北
山
村
分
区
に
赤
十
字
災
害
救

援
車
１
台
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

地
域
に
お
け
る
災
害
救
護
活
動
や
赤
十
字

活
動
等
、
業
務
に
幅
広
く
役
立
て
ら
れ
ま

す
。　こ

の
救
援
車
は
、
毎
年
５
月
に
皆
さ
ん

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
募
金
や
、

個
人
か
ら
の
寄
付
金
が
費
用
の
一
部
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
、
新
車
配
備
と
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
赤
十
字
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　「
つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
令
和
４
年

10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
」
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　集
ま
っ
た
募
金
は
、
奈
良
県
共
同
募
金

会
を
通
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
地
域
の
共
同
募
金
委
員
会
に
分

配
さ
れ
ま
す
。

　下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
村

内
の
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
慰
問
金
や
、
高

齢
者
交
流
活
動
、
環
境
美
化
推
進
事
業
、

防
犯
啓
発
活
動
等
へ
の
助
成
金
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
額
」

・
総
件
数
…
３
５
２
件

・
募
金
総
額
…
１
３
０
，
７
７
１
円

（
内
訳
）

・
個
戸
募
金
件
数
…
３
５
０
件

・
募
金
額
…
１
２
４
，
９
６
１
円

・
小
・
中
学
校
募
金
件
数
…
２
件

・
募
金
額
…
５
，
８
１
０
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会

令
和
４
年
度

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

赤
十
字
災
害
救
援
車
が

　新
し
く
配
備
さ
れ
ま
し
た
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春
が
近
づ
く
と
人
間
だ
け
で
は
な
く
、

花
や
緑
も
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
今
年
も
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま

し
た
！
さ
ぁ
、
暖
か
く
な
っ
て
き
た
の
で

何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２
本

の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て
歩
く

こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し
て
長
く

歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に
楽
し
め
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。
き
れ
い
な

桜
を
見
な
が
ら
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
４
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

◎
外
ヨ
ガ
教
室

　
ヨ
ガ
は
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
青
空
の
も
と
、

開
放
感
あ
ふ
れ
る
ヨ
ガ
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
？

【
講
師
】
桝
井
　
紋
子
先
生

【
日
時
】
４
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
持
ち
物
】バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
レ
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
シ
ー
ト
、
飲
み
物

【
場
所
】
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
広
場

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
６

－

０
０
１
５

◎
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
今
月
の
村
報
に
申
込
み
用
紙
（
黄
色
）

を
折
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
申
込
み
用
紙

に
記
入
の
上
郵
送
し
て
頂
く
か
、
お
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】
５
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　５
月
29
日
（
月
）

※

29
日
月
曜
日
は
午
前
７
時
よ
り
早
朝
健

診
を
実
施
。

※

日
時
は
後
日
個
別
案
内
し
ま
す
。

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

※

送
迎
あ
り

◎
肺
が
ん
（
結
核
）
検
診
に
つ
い
て

　
総
合
健
診
の
際
に
肺
が
ん
（
結
核
）
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
は
年

に
１
回
の
受
診
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
６

－

０
０
１
５

　２
月
６
日
、
日
本
赤
十
字
奈
良
県
支
部

に
お
い
て
「
災
害
救
援
車
貸
与
式
」
が
行

わ
れ
、
下
北
山
村
分
区
に
赤
十
字
災
害
救

援
車
１
台
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

地
域
に
お
け
る
災
害
救
護
活
動
や
赤
十
字

活
動
等
、
業
務
に
幅
広
く
役
立
て
ら
れ
ま

す
。　こ

の
救
援
車
は
、
毎
年
５
月
に
皆
さ
ん

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
募
金
や
、

個
人
か
ら
の
寄
付
金
が
費
用
の
一
部
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
、
新
車
配
備
と
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
赤
十
字
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　「
つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
令
和
４
年

10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
」
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　集
ま
っ
た
募
金
は
、
奈
良
県
共
同
募
金

会
を
通
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
地
域
の
共
同
募
金
委
員
会
に
分

配
さ
れ
ま
す
。

　下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
村

内
の
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
慰
問
金
や
、
高

齢
者
交
流
活
動
、
環
境
美
化
推
進
事
業
、

防
犯
啓
発
活
動
等
へ
の
助
成
金
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
額
」

・
総
件
数
…
３
５
２
件

・
募
金
総
額
…
１
３
０
，
７
７
１
円

（
内
訳
）

・
個
戸
募
金
件
数
…
３
５
０
件

・
募
金
額
…
１
２
４
，
９
６
１
円

・
小
・
中
学
校
募
金
件
数
…
２
件

・
募
金
額
…
５
，
８
１
０
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会

令
和
４
年
度

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

赤
十
字
災
害
救
援
車
が

　新
し
く
配
備
さ
れ
ま
し
た
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少
年
の
犯
罪
被
害
防
止
と
有
害
環
境
の
浄

化
に
つ
い
て

　春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
の
時
期

は
、
生
活
環
境
の
変
化
等
に
伴
い
、
少
年

が
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
家
庭
で
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
安
心
し
て
利

用
す
る
た
め
に
、
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
ペ
ア
レ
ン

タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
子
ど
も
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
等
の
利
用
状

況
を
、
保
護
者
が
把
握
し
た
り
、
安
全
管

理
を
行
っ
た
り
す
る
仕
組
み
で
す
。

　例
え
ば
、
利
用
時
間
の
制
限
や
調
整
、

課
金
等
の
管
理
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の

制
限
、
年
齢
区
分
の
チ
ェ
ッ
ク
等
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。
子
ど
も
の
使
用
状
況

に
応
じ
て
、
適
切
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、
子
ど
も
が
有

害
情
報
（
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
暴
力
的
な

サ
イ
ト
等
）
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
る
便
利
な
機
能

駐在さん通信駐在さん通信

で
す
。

　青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
販
売
店
等
に
対

し
、
児
童
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
す

る
際
の
年
齢
確
認
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

説
明
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
方
は
説
明
を
し
っ
か
り
聞

き
、
子
ど
も
の
年
齢
や
利
用
状
況
に
応
じ

た
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
し
ま
し
ょ

う
。

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

　本
年
５
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
、

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
を
主
会

場
と
し
て
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
全
国
各
地

で
、
関
係
閣
僚
会
合
が
行
わ
れ
ま
す
。
会

場
周
辺
の
交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
テ
ロ
の
未
然
防
止
の
た
め
に
、

不
審
者
や
不
審
物
を
見
か
け
た
際
は
、
迷

わ
ず
警
察
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
利
用
に
つ

い
て
考
え
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
殊
詐
欺
サ
イ
ト
に
注
意

　販
売
価
格
が
極
端
に
安
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
サ
イ
ト
は
購
入
し
て
も
商
品
が
届
か
な

い
詐
欺
サ
イ
ト
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

値
段
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
販
売
元
の
会
社

の
概
要
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
検
討
し
ま

　日
本
に
お
け
る
不
法
投
棄
と
は
、
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
違

反
し
て
、
同
法
に
定
め
た
処
分
場
以
外
に

廃
棄
物
を
投
棄
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
で
は
不
法
投
棄
し
た
者
の
責
任
ば
か
り

で
は
な
く
、
適
正
な
監
督
を
怠
っ
た
排
出

者
（
事
業
者
）
に
対
し
て
も
撤
去
な
ど
の

措
置
命
令
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
不

法
投
棄
に
対
す
る
罰
金
刑
の
最
高
額
は
１

億
円
で
あ
り
、
ま
た
個
人
が
不
法
投
棄
を

し
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ

の
両
方
の
刑
に
処
す
る
（
廃
棄
物
処
理
法 

第
25
条 

第
１
項
第
14
号
）
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
は
、
不
法
投
棄
し
て
い

る
者
を
見
か
け
た
場
合
や
不
法
投
棄
を
見

つ
け
た
場
合
、
地
元
の
警
察
署
ま
た
は
役

場
住
民
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　い

つ
ま
で
も

自
然
と
調
和
し

た
綺
麗
な
下
北

山
村
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

●
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
注
意

　突
然
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
ウ
イ
ル
ス

感
染
な
ど
の
偽
警
告
を
表
示
し
、
復
旧
サ

ポ
ー
ト
を
装
っ
て
、
修
理
代
金
や
サ
ポ
ー

ト
代
金
を
請
求
す
る
手
口
で
す
。
警
告
画

面
で
表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
は
連
絡
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
に
注
意

　メ
ー
ル
本
文
の
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
本
物
そ
っ
く
り
の
偽
サ
イ
ト
に
接
続

し
、Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
さ
せ
ら

れ
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不

審
な
メ
ー
ル
は
開
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
美
し
い

　
　
　
　
　下
北
山
村
へ

№789 R５（2023）.３ （　　　）〈広報　下北山〉 10



少
年
の
犯
罪
被
害
防
止
と
有
害
環
境
の
浄

化
に
つ
い
て

　春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
の
時
期

は
、
生
活
環
境
の
変
化
等
に
伴
い
、
少
年

が
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
家
庭
で
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
安
心
し
て
利

用
す
る
た
め
に
、
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
ペ
ア
レ
ン

タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
子
ど
も
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
等
の
利
用
状

況
を
、
保
護
者
が
把
握
し
た
り
、
安
全
管

理
を
行
っ
た
り
す
る
仕
組
み
で
す
。

　例
え
ば
、
利
用
時
間
の
制
限
や
調
整
、

課
金
等
の
管
理
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の

制
限
、
年
齢
区
分
の
チ
ェ
ッ
ク
等
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。
子
ど
も
の
使
用
状
況

に
応
じ
て
、
適
切
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、
子
ど
も
が
有

害
情
報
（
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
暴
力
的
な

サ
イ
ト
等
）
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
る
便
利
な
機
能

駐在さん通信駐在さん通信

で
す
。

　青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
販
売
店
等
に
対

し
、
児
童
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
す

る
際
の
年
齢
確
認
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

説
明
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
方
は
説
明
を
し
っ
か
り
聞

き
、
子
ど
も
の
年
齢
や
利
用
状
況
に
応
じ

た
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
し
ま
し
ょ

う
。

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

　本
年
５
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
、

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
を
主
会

場
と
し
て
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
全
国
各
地

で
、
関
係
閣
僚
会
合
が
行
わ
れ
ま
す
。
会

場
周
辺
の
交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
テ
ロ
の
未
然
防
止
の
た
め
に
、

不
審
者
や
不
審
物
を
見
か
け
た
際
は
、
迷

わ
ず
警
察
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
利
用
に
つ

い
て
考
え
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
殊
詐
欺
サ
イ
ト
に
注
意

　販
売
価
格
が
極
端
に
安
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
サ
イ
ト
は
購
入
し
て
も
商
品
が
届
か
な

い
詐
欺
サ
イ
ト
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

値
段
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
販
売
元
の
会
社

の
概
要
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
検
討
し
ま

　日
本
に
お
け
る
不
法
投
棄
と
は
、
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
違

反
し
て
、
同
法
に
定
め
た
処
分
場
以
外
に

廃
棄
物
を
投
棄
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
で
は
不
法
投
棄
し
た
者
の
責
任
ば
か
り

で
は
な
く
、
適
正
な
監
督
を
怠
っ
た
排
出

者
（
事
業
者
）
に
対
し
て
も
撤
去
な
ど
の

措
置
命
令
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
不

法
投
棄
に
対
す
る
罰
金
刑
の
最
高
額
は
１

億
円
で
あ
り
、
ま
た
個
人
が
不
法
投
棄
を

し
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ

の
両
方
の
刑
に
処
す
る
（
廃
棄
物
処
理
法 

第
25
条 

第
１
項
第
14
号
）
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
は
、
不
法
投
棄
し
て
い

る
者
を
見
か
け
た
場
合
や
不
法
投
棄
を
見

つ
け
た
場
合
、
地
元
の
警
察
署
ま
た
は
役

場
住
民
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　い

つ
ま
で
も

自
然
と
調
和
し

た
綺
麗
な
下
北

山
村
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

●
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
注
意

　突
然
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
ウ
イ
ル
ス

感
染
な
ど
の
偽
警
告
を
表
示
し
、
復
旧
サ

ポ
ー
ト
を
装
っ
て
、
修
理
代
金
や
サ
ポ
ー

ト
代
金
を
請
求
す
る
手
口
で
す
。
警
告
画

面
で
表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
は
連
絡
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
に
注
意

　メ
ー
ル
本
文
の
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
本
物
そ
っ
く
り
の
偽
サ
イ
ト
に
接
続

し
、Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
さ
せ
ら

れ
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不

審
な
メ
ー
ル
は
開
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
美
し
い

　
　
　
　
　下
北
山
村
へ

【予備自衛官補】

１　応募資格

【一般】18歳以上34歳未満

【技能】18歳以上で国家免許資格等を有する者（資格に

より年齢上限は53歳～55歳未満）

２　受　付

　令和５年４月６日㈭締切

３　試　験

　令和５年４月８日㈯～23日㈰の指定する１日

　筆記試験、口述試験、適性検査、身体検査

※【一般】筆記試験、適性検査はＷｅｂ試験を予定

【一般幹部候補生】

１　応募資格

22歳以上26歳未満（20歳以上22歳未満のものは大卒（見

込含）、修士課程修了者等（見込含）は28歳未満の者）

※令和６年４月１日現在

２　受　付

　令和５年４月14日㈮締切

３　試　験

１次試験：筆記試験

令和５年４月22日㈯、23日㈰

※４月23日は海・空飛行要員のみ

２次試験：小論文試験、口述試験、身体検査

２次試験は、１次合格時に通知します。

問合せ

自衛隊奈良地方協力本部五條地域事務所

☎０７４７―２２―３７８９

自衛官募集
が
つ

し
い
そ
が

し
ゅ
う
し
ょ
く

し
ん

か
んか

き

せ
つ

な
や

そ
う
だ
ん

し
ん
ぱ
い

よ
う

こ
え

は
な
し

き

き

す

ち
が

な
や

そ
う
だ
ん
ま
ど
ぐ
ち

た
い
せ
つ

お
お

き
ょ
う

が
く

ご
と

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

山

　岡

　繁

　之 

さ
ん
（
佐

　田
）

令
和
５
年
２
月
７
日
逝
去

　　

享
年
89
才

（
２
月
７
日
）

普
門
寺
梅
花
講

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和５年 （2023） 月号　No.7893

森のび教室

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和５年１月31日現在

転入　２人
出生　０人
転出　３人
死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

813人
377人
436人
521戸

先月比
2）
0）
2）
2）

（－
（±
（－
（－
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